
   関東学院大学大沢記念建築設備工学研究所簡易受託研究内規 
                               （昭和５３年３月１５日制定） 
 （趣旨） 
第１条 この内規は、関東学院大学大沢記念建築設備工学研究所（以下「研究所」という。）規程第３ 

条第２号の簡易受託研究の取扱いについて定める。 
 （簡易受託研究の定義） 
第２条 簡易受託研究とは、関東学院大学受託研究取扱規程第２条第２項に基づき、研究所が学外か

らの委託に基づいて行う学術上の研究、試験又は調査（以下「研究等」という。）であって、かつ、

その研究費が２５０万円未満の受託研究をいう。 
 （簡易受託研究の契約） 
第３条 簡易受託研究の実施にあたっては、研究所は委託者との間に契約書を取りかわすものとする。 
 （研究責任者の決定） 
第４条 簡易受託研究を行うにあたり、所長は研究所運営会議の議に基づき、大学内にその研究等に

適する担当の研究責任者を定める。 
 （研究費の取扱） 
第５条 簡易受託研究の収入は、大学の経常部収入として処理し、その支出は、大学経常部の研究所

費として支出する。 
 （管理費） 
第６条 管理費については、これを別途定める。 
 （成果内容の帰属） 
第７条 研究等に基づく発明又は著作に関する権利の帰属又は利用については契約書に記載すること 

を原則とする。 
 （設備等の帰属） 
第８条 研究等に使用した機械器具等の設備が寄贈された場合は、学校法人関東学院に帰属するもの

とする。 
 （内規の改廃） 
第９条 この内規の改廃は、研究所運営会議の議を経て、学長が行う。 
   附 則 
１ この内規は、昭和５３年３月１５日から実施する。 
２ この内規は、昭和６１年６月１８日から改正施行する。 
３ この内規は、平成２０年３月２７日から改正施行する。 
   附 則 
この内規は、平成２５年３月２１日に改正し、平成２５年４月１日から施行する。 

   附 則 
この内規は、２０１６年４月１４日から改正施行する。 
  附 則 

 この内規は、２０１８年１月１８日に改正し、２０１８年４月１日から施行する。 
 


